
National Research Institute for Earth Science and Disaster Prevention, Japan

ISSN 0917-057X

National Research Institute for Earth Science and Disaster Prevention
Tennodai 3-1, Tsukuba, Ibaraki, 305-0006 Japan

地
形
・
地
盤
分
類
お
よ
び
常
時
微
動
の
H/V
ス
ペ
ク
ト
ル
比
を
用
い
た
地
震
動
の
ス
ペ
ク
ト
ル
増
幅
率
の
推
定

防
災
科
学
技
術
研
究
所

Technical Note of the National Research Institute 
        for Earth Science and Disaster Prevention
 

No.353

January 2011 第353号

地形・地盤分類および常時微動の H/Vスペクトル比を用いた
 地震動のスペクトル増幅率の推定

Estimation of Spectral Amplification of Ground Motion 
Using Geomorphological Land Classification and 

H/V Spectral Ratio of Microtremors
 

防
災
科
学
技
術
研
究
所
研
究
資
料

第
三
五
三
号



防災科学技術研究所研究資料 防災科学技術研究所研究資料

表紙 ・・・・・・ 周期 1 秒におけるスペクトル増幅率

 

第 324 号 地すべり地形分布図 第 39 集「鹿児島」24 葉（5 万分の 1）．2008 年 11 月発行

第 325 号 地すべり地形分布図 第 40 集「一関・石巻」19 葉（5 万分の 1）．2009 年 2 月発行

第 326 号 新庄における気象と降積雪の観測 (2007/08 年冬期 )　33pp．2008 年 12 月発行

第 327 号 防災科学技術研究所 45 年のあゆみ（付録 DVD）  224pp．2009 年 3 月発行

第 328 号 地すべり地形分布図 第 41 集「盛岡」18 葉（5 万分の 1）．2009 年 3 月発行

第 329 号 地すべり地形分布図 第 42 集「野辺地・八戸」24 葉（5 万分の 1）．2009 年 3 月発行

第 330 号 地域リスクとローカルガバナンスに関する調査報告　53pp．2009 年 3 月発行

第 331 号 E-Defense を用いた実大 RC 橋脚（C1-1 橋脚）震動破壊実験研究報告書 -1970 年代に建設された基部曲げ破壊タ

イプの RC 橋脚震動台実験 -（付録 DVD）　107pp．2009 年 1 月発行

第 332 号 強震ネットワーク　強震データ　Vol. 25（平成 20 年 No. 1）（CD-ROM 版）．2009 年 3 月発行

第 333 号 強震ネットワーク　強震データ　Vol. 26（平成 20 年 No. 2）（CD-ROM 版）．2009 年 3 月発行

第 334 号 平成 17 年度大都市大震災軽減化特別プロジェクトⅡ 地盤基礎実験 - 震動台活用による構造物の耐震性向上研究 -

（付録 CD-ROM）　62pp．2009 年 10 月発行

第 335 号 地すべり地形分布図 第 43 集「函館」14 葉（5 万分の 1）．2009 年 12 月発行

第 336 号 全国地震動予測地図作成手法の検討（７分冊＋ CD-ROM 版）．2009 年 11 月発行

第 337 号 強震動評価のための全国深部地盤構造モデル作成手法の検討（付録 DVD）．2009 年 12 月発行

第 338 号 地すべり地形分布図 第 44 集「室蘭・久遠」21 葉（5 万分の 1）．2010 年 3 月発行

第 339 号 地すべり地形分布図 第 45 集 「岩内」14 葉（5 万分の 1）．2010 年 3 月発行

第 340 号 新庄における気象と降積雪の観測 (2008/09 年冬期 )  33pp．2010 年 3 月発行

第 341 号 強震ネットワーク　強震データ　Vol. 27（平成 21 年 No. 1）（CD-ROM 版）．2010 年 3 月発行

第 342 号 強震ネットワーク　強震データ　Vol. 28（平成 21 年 No. 2）（CD-ROM 版）．2010 年 3 月発行

第 343 号 阿寺断層系における深層ボーリング調査の概要と岩石物性試験結果（付録 CD-ROM）  15pp．2010 年 3 月発行

第 344 号 地すべり地形分布図 第 46 集 「札幌・苫小牧」19 葉（5 万分の 1）．2010 年 7 月発行

第 345 号 地すべり地形分布図 第 47 集「夕張岳」16 葉（5 万分の 1）．2010 年 8 月発行

第 346 号 長岡における積雪観測資料（31）（2006/07 , 2007/08 , 2008/09 冬期）47pp．2010 年 9 月発行

第 347 号 地すべり地形分布図 第 48 集「羽幌・留萌」 17 葉（5 万分の 1）．2010 年 11 月発行

第 348 号 平成 18 年度 大都市大震災軽減化特別プロジェクト実大 3 層 RC 建物実験報告書（付録 DVD） 68pp．2010 年 8 月発行

第 349 号 防災科学技術研究所による深層掘削調査の概要と岩石物性試験結果（足尾・新宮・牛伏寺）（付録 CD-ROM）

12pp．2010 年 8 月発行

第 350 号 アジア防災科学技術情報基盤（DRH-Asia) コンテンツ集　266pp．2010 年 12 月発行

第 351 号 新庄における気象と降積雪の観測（2009/10 年冬期）　31pp．2010 年 12 月発行

第 352 号 平成 18 年度 大都市大震災軽減化特別プロジェクトⅡ 木造建物実験 - 震動台活用による構造物の耐震性向上研究 - 

120pp．2011 年 1 月発行

第 278 号 地すべり地形分布図 第 25 集「松江・高梁」26 葉（5 万分の 1）．2005 年 12 月発行

第 279 号 三陸沖北部の地震を想定した地震動予測地図作成手法の検討（CD-ROM）．2005 年 9 月発行

第 280 号 長岡における積雪観測資料 (29)（2004 年 11 月～ 2005 年 4 月）　39pp．2005 年 11 月発行

第 281 号 琵琶湖西岸断層帯の地震を想定した地震動予測地図作成手法の検討（CD-ROM）．2005 年 10 月発行

第 282 号 高山・大原断層帯の地震を想定した地震動予測地図作成手法の検討（CD-ROM）．2005 年 11 月発行

第 283 号 石狩低地東縁断層帯の地震を想定した地震動予測地図作成手法の検討（CD-ROM）．2005 年 12 月発行

第 284 号 地震ハザードステーション J-SHIS  DVD 2005 年版（DVD）．2005 年 12 月発行

第 285 号 地すべり地形分布図 第 26 集「浜田・大社」17 葉（5 万分の 1）．2006 年 1 月発行

第 286 号 地すべり地形分布図 第 27 集「広島」　16 葉（5 万分の 1）．2006 年 2 月発行

第 287 号 強震ネットワーク　強震データ　Vol. 19（平成 17 年 No. 1）（CD-ROM）．2006 年 3 月発行

第 288 号 強震ネットワーク　強震データ　Vol. 20（平成 17 年 No. 2）（CD-ROM）．2006 年 3 月発行

第 289 号 新庄における気象と降積雪の観測 ( 2004 / 05 年冬期 ) 41pp．2006 年 3 月発行

第 290 号 地すべり地形分布図 第 28 集「山口」21 葉（5 万分の 1）．2006 年 3 月発行

第 291 号 地すべり地形分布図 第 29 集「岡山及丸亀」15 葉（5 万分の 1）．2006 年 3 月発行

第 292 号 日本の火山ハザードマップ集（付録 DVD 2 枚）　20pp．2006 年 3 月発行

第 293 号 水害に対する住民の防災意識と防災行動等に関するアンケート調査資料集（CD-ROM）．2006 年 3 月発行

第 294 号 山崎断層帯の地震を想定した地震動予測地図作成手法の検討（CD-ROM）．2006 年 3 月発行

第 295 号 中央構造線断層帯（金剛山地東縁・和泉山脈南縁）の地震を想定した地震動予測地図作成手法の検討（CD-ROM）． 

2006 年 3 月発行

第 296 号 日向灘の地震を想定した地震動予測地図作成手法の検討（CD-ROM）．2006 年 3 月発行

第 297 号 地すべり地形分布図 第 30 集「徳島・剣山」23 葉（5 万分の 1）．2006 年 9 月発行

第 298 号 神奈川県西部山北南高感度地震観測井の掘削および坑内検層　32pp．2006 年 10 月発行

第 299 号 地すべり地形分布図 第 31 集「高知・窪川」17 葉（5 万分の 1）．2007 年 3 月発行

第 300 号 強震ネットワーク　強震データ　Vol.  21（平成 18 年 No. 1）（CD-ROM）．2007 年 3 月発行

第 301 号 強震ネットワーク　強震データ　Vol.  22（平成 18 年 No. 2）（CD-ROM）．2007 年 3 月発行

第 302 号 長岡における積雪観測資料 (30)（2005. 11 ～ 2006. 3）　37pp．2007 年 3 月発行

第 303 号 2003 年十勝沖地震の観測記録を用いた強震動予測手法の検証（CD-ROM 版）．2007 年 3 月発行

第 304 号 アジア・太平洋国際地震・火山観測網構築計画に関する事前調査　96pp．2007 年 3 月発行

第 305 号 新庄における気象と降積雪の観測 (2005/06 年冬期 ) 45pp．2007 年 3 月発行

第 306 号 地震荷重を受ける減肉配管の破壊過程解明に関する研究報告書　78pp．2007 年 3 月発行

第 307 号 根尾谷断層水鳥地区における深層ボーリング調査と地殻応力測定（付録 CD-ROM）33pp．2007 年 8 月発行

第 308 号 地すべり地形分布図 第 32 集「松山・宇和島」26 葉（5 万分の 1）．2007 年 9 月発行

第 309 号 地すべり地形分布図 第 33 集「大分」18 葉（5 万分の 1）．2007 年 11 月発行

第 310 号 Geological and Logging Data of the NIED wells,  Japan -Active fault, Seismogenic zone, Hingeline － 29pp．

 2008 年 3 月発行

第 311 号 新庄における気象と降積雪の観測 (2006/07 年冬期 )　35pp．2007 年 11 月発行

第 312 号 地すべり地形分布図 第 34 集「延岡・宮崎」19 葉（5 万分の 1）．2008 年 3 月発行

第 313 号 微動探査観測ツールの開発 その 1 －常時微動解析ツール－ （付録 CD-ROM）133pp．2008 年 3 月発行

第 314 号 距離減衰式による地震動予測ツールの開発 （付録 CD-ROM）  66pp．2008 年 3 月発行

第 315 号 地すべり地形分布図 第 35 集「八代」18 葉（5 万分の 1）．2008 年 3 月発行

第 316 号 地すべり地形分布図 第 36 集「熊本」15 葉（5 万分の 1）．2008 年 3 月発行

第 317 号 2004 年新潟県中越地震による斜面変動分布図（付録 CD-ROM）37pp．2008 年 3 月発行

第 318 号 強震ネットワーク　強震データ　Vol. 23（平成 19 年 No. 1）（CD-ROM 版）．2008 年 3 月発行

第 319 号 強震ネットワーク　強震データ　Vol. 24（平成 19 年 No. 2）（CD-ROM 版）．2008 年 3 月発行

第 320 号 平成 17 年度大都市大震災軽減化特別プロジェクトⅡ 木造建物実験 - 震動台活用による構造物の耐震性向上研究 - 

（付録 CD-ROM）152pp．2008 年 3 月発行

第 321 号 平成 17 年度大都市大震災軽減化特別プロジェクト 実大 6 層 RC 建物実験報告書（付録 CD-ROM）46pp．

 2008 年 3 月発行

第 322 号 地すべり地形分布図 第 37 集「福岡・中津」24 葉（5 万分の 1）．2008 年 8 月発行

第 323 号 地すべり地形分布図 第 38 集「長崎・唐津」29 葉（5 万分の 1）．2008 年 9 月発行

編集兼 独 立 行 政 法 人

発行者 防 災 科 学 技 術 研 究 所

 〒 305-0006
 茨城県つくば市天王台 3 － 1
 電話 (029)863-7635
 http://www.bosai.go.jp/

印刷所 前 田 印 刷 株 式 会 社

 茨 城 県 つ く ば 市 山 中 152-4

© National Research Institute for Earth Science and Disaster Prevention 2011

防災科学技術研究所研究資料 第 353号編  集  委  員  会  

平成 23 年 1 月 31 日 発行

※防災科学技術研究所の刊行物については，ホームページ（http://www.bosai.go.jp/library/publication.htm）をご覧下さい．

（委員長） 眞木雅之

（委　員）

 武田哲也 小澤　拓

 佐藤正義 中井専人

 中村いずみ 関口宏二

（事務局）自然災害情報室

 井口　隆 鈴木比奈子

 樋山信子 



353 2011 1  

i  

H/V

Estimation of Spectral Amplification of Ground Motion Using Geomorphological Land 
Classification and H/V Spectral Ratio of Microtremors 

Shigeki SENNA 

Disaster Prevention System Research Department,

National Research Institute for Earth Science and Disaster Prevention, Japan
 

Abstract

It is necessary to evaluate the distribution of the seismic intensity of ground motion appropriately for the damage 
assessment of a large earthquake. This requires the soil amplifications of ground motion at different sites in a 
large area. This study aims to evaluate the spectral amplification factor of ground motion by simplified methods. 
The method is proposed to estimate the spectral amplification factor of ground motion from the H/V spectral ratio 
of microtremors. The amplification factor is empirically calculated from the ratio of the response spectrum of the 
observed record to that on the engineering bedrock obtained from the attenuation relationship, for the K-NET and 
KiK-net observation sites. The amplification factor is compared with the H/V spectral ratio of microtremors at 
different geomorphologic conditions. The relationships for estimation of the spectral amplification factor from 
the H/V spectral ratio are proposed for three geomorphologic groups. The estimated amplification factors agree 
with those calculated from the PS logging data. The method is applied to estimate the response spectra of ground 
motions for the 2007 Niigata-ken-chuetsu-oki earthquake. The results show good agreements with the 
observations. 
 
Key words : Spectral amplification, Geomorphological classification, Response spectrum, Microtremor, H/V spectral ratio 
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